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 (１) 《PTAで子供の担任の先生に》 
  「いつもお世話になりましてありがとうございます」 
 
 (２)《デパートの店内放送》 















   「ありがとうございます」 



















   「いつもお世話になりましてありがとうございます」 
 
 (２)《店内に入ったお客さんに》 
   「（毎度）どうもありがとうございます」 
 
 (３)《お電話がかかってきて応答する際に》 
   「お電話、ありがとうございます」 
 
 (４) 《居酒屋で、会社の上司が》 
   A : 今日は僕のおごりだよ。 
   《部下たちは喜んで》 
   B : ありがとうございまーす。 
 
 (５) 《先生に本をいただいた際に》 
   「ありがとうございます」                    （作例） 
 
 (６) 《誕生日に「おめでとう」とプレゼントの包みを手渡されたとき》 








   「ありがとうございます」 
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 (９)  《先生に新年の挨拶をする際に》 
   「あけましておめでとうございます」               （作例） 
 
 (１０)《朝早く先輩に会ったときの挨拶》 








































 (１) 《アンケートの最後に》 
   「ご協力ありがとうございました」 
 
 (２) 《先生に卒業式の日、お礼を述べる際に》 
   「色々お世話になり、ありがとうございました」 
 
 (３) 《電話を切る際に》 
   「お電話どうもありがとうございました」 
 
 (４) 《支払いが終わって、お客さんが店内から出るさいに》 








   「ありがとうございました」 
 
 (７) 《先日、わざわざ来ていただいた先輩に大学の廊下であってお礼を述べる際に》 
   「わざわざお越しいただきまして、ありがとうございました」 
 
 (８) 《退官記念パーティーに》 
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   「ありがとうございました」 
 
(１０)《野球のインタビューで》 
   「さっきのホームラン、おめでとうございました」 
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４．「ありがとうございます」と「ありがとうございました」の使い分け意識 













表 1 「ありがとうございます」と「ありがとうございました」の使い分け意識について 



































112人 12人 7人 6人 
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 今後の課題としては、「ありがとうございます」と「ありがとうございました」の他に、
「お疲れさまです」「お疲れさまでした」、「ごちそうさまです」「ごちそうさまでし
た」のような表現の使い分け意識も考察していきたい。また、様々な年齢層におけるデー
タを集め、地域や世代によってどのような違いがあるのかについても調べたい。 
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